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公 式 試 合 記 録

公益社団法人　日本ホッケー協会

大会名： 第６５回男子・第３８回女子　全日本学生ホッケー選手権大会

チーム名 6w 試　合 チーム名 4w

駿河台大学

（前半

天理大学（後半

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

40 女子準
々決勝 9:30 駿河台大学ホッケー場 人工芝（W）

233 217

先発 背番号 氏　　　　名 先発 背番号

✓ 2 可児　史奈 ✓ 2 早戸和希

氏　　　　名

✓ 1 長岡　真友子 ✓ 1 中村瑛香

✓ 4 小川　里佳 ✓ 4 吉川薫

48 3 大附　紗也 ✓ 3 平原萌子

✓ 6 山本　麻美子 ✓ 6 中尾友架

✓ 5 米山　千春 5 5 正岡奈央

✓ 8 笹川　春香 ✓ 9 江村佳歩

✓ 7 下向　璃恵 ✓ 8 坪内萌花

✓ 10 松本　ひかる 10 11 満吉亮佳

✓ 9 山崎　真由 10 10 松本夏波

12 鈴木　歩実香 7 13 森花音

22 11 野澤　美咲 11 12 村山美穂

9 14 目良　春乃 ✓ 17 石和真実

✓ 13 石井　望仁 ✓ 15 荒川千夏

9 18 宮本　愛永 ✓ 23 田中愛

9 16 山田　宰代 10 22 髙田美佐紀

✓ 25 砂金　真純 ✓ 28 沖原佳乃

36 20 山口　真愛耶 10 27 青戸萌
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【戦評】

1 7 15 合　計 4

天理大学のセンターパスにより準々決勝が開始された。駿河台大学の速いパス回し、天理大学の裏をかくパス展開が光る。駿河台大学は10番
を起点とした右攻めからPCを獲得するがここは天理大学の堅いDFに阻まれる。対する天理大学は25番の左攻めからPCを得るが、駿河台大学GK
が懸命のセーブ。13分から立て続けに駿河台大学はPCをとるが、天理大学GKを中心に鉄壁のDFはなかなかゴールラインを割らせない。駿河台
大学19番の左攻めで攻めの一手を投じるが、天理大学も果敢にパスカットを狙う。さらに天理大学12番と17番の左攻めのパスパスが駿河台大
学サイドを脅かす。駿河台大学4番もサークルトップで回しチャンスをうかがう。前半は試合は動かず折り返す。後半に入り40分に天理大学が
PCから3番がアップシュートを決め貴重な先制点をあげる。天理大学は続く攻撃で13番が押し込み2点目。その後拮抗した試合展開が続く。駿
河台大学9番が一人でサークル内に持ち込むもゴールならず。60分にも駿河台大学がタッチでゴールを狙うが惜しくも枠外。62分駿河台大学25
番が抜け出し10番がPCを獲得、フライングで1人少なくなるもGKナイスセーブ。65分駿河台大学PC7番が押し込み得点。残り時間力の限り戦う
がこのまま終了のホーンが鳴り天理大学が準決勝にコマを進めた。




